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Abstract The author surveys the Ypthima sakra group (Lepidoptera, Satyridae) in Taiwan 
and describes a new species, Y. angustipennis, hitherto confused with Y. formosana Fruhstorfer, 
1908, based on the morphology of larva, pupa and adult and observation of habitats. Ypthima 
formosana Matsumura, 1907 and Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 are primary homonyms, 
but Y. formosana Matsumura, 1907 is better treated invalid as a nomen oblitum and Y. 
formosana Fruhstorfer, 1908 should be retained as a nomen protectum in order to stabilize the 
modern usage of the scientific name, because the former appeared only once in the original 
description, and Matsumura himself had never cited this name in his subsequent papers. The 
lectotype of the latter is designated for identification of two species confused under Y. formosana 
Fruhstorfer. The full descriptions of the early stages and adults of Y. angustipennis sp. nov. are 
presented. 
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は じ め に 


この た び 台 湾 産 の "オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ ” と 呼ば れ て いた FE’ Oz, 主として 幼生 期 と 生息 地 の 
観察 に より 2 種 が 含ま れ て いる こと が 明らか に な っ た の で 報告 する . 発見 の 動機 は , 同一 地点 で 採集 
し た “オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ ” と 判断 され た 複数 の 母 蝶 を ポリ 袋 内 で 産卵 させ , 得 ら ちら れ た 卵 を 飼育 し 
た 結果 , 形態 的 に 明らか に 異な る 二 っ つの タイ プ の 終 男 幼虫 を 生じ た の に 気づい た こと に よる . それ ら 
の 幼虫 を 改め て 別々 に 飼育 し た と ころ , それ ぞ れ に 対応 する , 形態 的 に 異な っ た 遇 と 成虫 を 生じ , ま 
た とこ の 二 つ の 個体 群 は いく つか の 場所 で 混 棲 する こと か ら , それ ら は 互い に 独立 し た 種 と みる こと が 
で きる . その うち の 1】 種 は 近 縁 の 各種 と 異な る 特徴 を も つこ と に より , ここ に 新種 と し て 記載 する . 


この 報 文 で は , 上 記 の 2 L, 台湾 の 高地 帯 に 分 布 す る ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ と あわ せ て , GE 
に は ウラ ナミ ジャ ノ メ 属 Ypthima の sakra 種 群 に 属す る 3 種 が 分 布 す る こと を ここ に 確認 し た い . こ 
れ に より , 台湾 に 産 す る Ypthima 属 は 計 11 種 と な る . 


L オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 学名 


松村 (1907) は 台湾 か ら オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ , Ypthima formosana を 記載 し た . その 翌年 Fruhstor- 
fer (1908) は 同じ く 台 湾 か ら こ れ と 同名 の Ypthima formosana を 記載 し た . 松村 (1907) の 記載 は 命名 
規約 上 適格 と 認め られ る の で GHA, 1999) 本 来 Fruhstorfer (1908) の 名 称 は 一 次 ホモ ニム と し て 破棄 
され る こと に な る . と ころ が , 松村 (1907) の 記載 は あま り に 短く , 今日 の どの 種 を 指す の か 明らか 
で な い 上 に , その 総 模式 標本 [syntype(s)] は 確認 され ず (Uémura, 1984), また 植村 好 延 氏 に よる 調査 
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に よれ ば , 北海 道 大 学 の 松村 コレ クシ ョ ン の 中 に は その よう な 標本 は 存在 し な か っ た と いう (植村 氏 
か ら の 私 信 ). また 松村 博士 が その 後 の い くつ か の 報 文中 で も 自身 の 命名 に よる formosana Matsumu- 
ra, 1907 を 用 い ず に formosana Fruhstorfer, 1908 を 用 いて いる こと も 理解 に 苦し むと ころ で ある . さら 
に その 後 の 多く の 著者 は 後者 の 学名 を 用 い , 時 間 的 に も 90 年 余 に わた っ て Fruhstorfer の 名 称 が 慣習 
的 に 用 いら れ て きた 事実 が ある . この 経緯 を 文献 調査 に より 改め て 確認 し た と ころ , 以下 の シノ ニ 
ミッ クリ スト に 示す よう に , formosana Fruhstorfer, 1908 を 採用 し た も の は 10 人 以上 の 著者 に よる 25 
編 以 上 の 著作 に 認め られ た . 2000 年 1 月 1 日 より 施行 され る 命名 規約 第 RO “先取 権 の 原理 (Prin- 
ciple of Priority)" で は , 1899 年 以前 に 命名 され た ある 古参 名 が 1900 年 以後 有効 名 と し て 使わ れず , € 
の 新参 名 が 10 人 以上 の 著者 に よる 25 編 以 上 の 著作 で 使わ れ て いる 場合 , 審議 会 に 語ら ず と も 新参 名 
の 使用 を 維持 で きる 条項 が 加え られ た ( 条 23.9.1). その 解釈 に よれ ば , 1900 年 以降 に 記載 され た 名 称 
に つい て この 条項 を 適用 する こと に は 無理 が ある が , Ypthima formosana Matsumura, 1907 23[ 1900 年 
以降 有効 名 と し て 扱わ れ な か っ た 」 経緯 を 踏ま える えて, ここ で は Ypthima formosana Matsumura, 1907 は 
遺失 名 と みな し , Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 を 保護 名 (nomen protectum) と し て オオ ウラ ナ 
ミ ジ ャ ノ メ の 学名 と し て 採用 する こと を 提唱 し た い . な お 正式 な 手続 き は 後日 審議 会 に 対し て 行う 予 
定 で ある . 


Fruhstorfer の タイ プ 標 本 は ロン ドン の 自然 史 博 物 館 に 保存 きれ て お り , LAL Fic type と 記し た 赤 ラ 
ベル が つけ られ て いる . 前 述 の よう に 台湾 の オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ に は 2 種 が 混同 され て お ぉ おり, これ 
ら 2 種 の 学名 を 確定 する に は Ypthima formosana Fruhstorfer，1908 の 模式 固定 が 不可 欠 で ある . ここ 
で は , 2 頭 の syntypes の 内 の 1 を 改め て Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 四 和 后 模式 标本 
(lectotype) に 指定 する (Figs 1-2). Lectotype ヴ , “Formosa Regenzeit Fruhstorfer/Fruhstorfer Coll. B.M. 
1937-285”. Paralectotype 1 $-, “Formosa Regenzeit Fruhstorfer/Fruhstorfer Coll. B.M. 1937-285". な お , 
本 種 の シノ ニ ミ ッ ク リス ト を まとめ る と 次 の よう で ある . 


Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908, nom. protect. 


Ypthima methora formosana Fruhstorfer, 1908, Ent. Z. 22: 119; Matsumura, 1909, Zool. Mag. Tokyo 21 
(251): 395. 


Figs 1-2. Lectotype of Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908, 7 and labels. 1. Upperside, 2. 
Underside. In coll. Natural History Museum, London (BMNH). 
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Ypthima conjuncta formosana Fruhstorfer: Furhstorfer, 1911, in Seitz, Gross-Schmett. Erde 9: 292, pl. 99, 
row f; Nire, 1917, Zool Mag. Tokyo 29 (342) (Addit.): 11; Matsumura, 1919, Thousand Insects 
Japan (Addit.) 3: 527, pl. 37 (as var.); Joicey & Talbot, 1928, Bull Hill Mus. 2 (3): 185; Matsumura, 
1929, Illust. common Insects Japan 1: tab. 10; Ito, 1929, Ilust. Butterflies Taiwan: 38, text-figs 66-67; 
Matsumura, 1931, 6000 illust. Insects Japan Empire: 504 (as var.); Taiwan-Sétokufu, 1935, Res. nat. 
Monuments Taiwan (3): 24; Kishida & Nakamura, 1936, Insect Wid 4 (29-31): 639; Hirayama, 
1937, 1000 illust. Jap. Insects (Addit.): 13; Sonan, 1938, Trans. nat. Hist. Soc. Formosa 28: 356; 
Okano & Okura, 1959, Must. Butterflies Taiwan Colour: 33, pl. 32; Shirózu, 1960, Butterflies Formosa 
Colour: 125, text-fig. 152, pl. 33, figs 244-246;. Muroya et al., 1967, Spec. Bull. lepid. Soc. Japan 3: 
29. 

Ypthima formosana Fruhstorfer: Eliot, 1967, Entomologist 100: 55; Yamanaka, 1974, Tyó Ga 25 (Suppl. 
1): 4; Shirózu & Shima, 1979, Sieboldia 4: 247; Uémura, 1980, Colln Pap. Rhopalocerology present. 
celeb. 10th Anniv. Takao Seminar: 211; Lee & Chang, 1988, Illust. Butterflies Taiwan: 74 (part. nec 
Fruhstorfer, 1908); Uchida, 1991, Charms Taiwan: 180, pl. 71 (part. nec Fruhstorfer, 1908); Ueda, 
1991, Beautiful Island — Taiwan: 129; Lee & Zhu, 1992, Atlas Chinese Butterflies: pl. 83, fig. 12, pl. 
84, fig. 12; Shirózu & Ueda, 1992, in Heppner & Inoue, Lepid. Taiwan 1 (2): 149; Chang, 1993, Ident. 
Formosan Butterflies: 54, 133; Chou, 1994, Monographia Rhopalocerorum sinensium 1: 391; Lee &^ 
Wang, 1995, Ilust. Butterflies Taiwan 3: 152; Igarashi & Fukuda, 1997, Life History Asian 
Butterflies 1: 357, pl. 114 (part. nec Fruhstorfer, 1908). 

| Ypthima formosana Matsumura, 1907, Insect Wid 11: 48. Nom. oblit. Synonymy with Ypthima 
formosana Fruhstorfer, 1908 is unknown. | 


オオ ウラ ナミ ナジ ャ ノ メ は , 台湾 以外 で は , Y. conjuncta formosana Fruhstorfer と し て 海 そ 南島 (Joicey 
& Talbot, 1928; 楚 南 ，1938) か ら 知ら れ , また 最近 , Be E (1995) は Y. formosana Fruhstorfer と し 
て 金門 島 か ら 報告 し て いる . これ ら が 真 の オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ か どう か は , 今後 解決 し な けれ ば な 
ら な い 課 題 の 一 つ で ある . な お , これ ら が 真 の オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ と し て も , 台湾 の も の と は 別 亜 
種 で ある 可能 性 が 大 きい と 思わ れる . 


IL ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ ( 新 称 ) の 発見 と その 学名 


私 が オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ と と も に 飼育 し た も う 一 方 の 種 に つい て , あら た に ホソ バ オ オ ウラ ナミ 
ジャ ノ メ と 呼ぶ こと に する . Ypthima 属 の sakra FERE Eliot (1967) に より 再 検討 され , この 種 群 は , 
台湾 で は オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ , Y formosana と ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ , Y. conjuncta yamana- 
kai Sonan, 1938 2 種 を 含む も の と され た . その 後 村 山 (1980) は , 台湾 の ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ 
メ が 大 陸 の シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ FHM), Y. conjuncta と は 性 標 の 現われ 方 , 有 眼 状 紋 配 列 や 地 
色 が 異な る こと か ら Eliot (1967) の 分 類 に 疑問 の ある こと を 述べ , 独立 種 yamanakai Sonan, 1938 と 
する 見 解 を 示し た (後述 ) そこ で , 今回 の ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ が 台湾 で の 真 の conjuncta を 
代表 し て いる も の か どう か 調べ る 必要 を 生じ た . これ を 植村 好 延 氏 よ り 提 供 さ きれ た 中 国産 の conjun- 
cta 1 ブ の 標本 の ほか , Leech (1892), Eliot (1967), Æ (1993), fj (1994) な どの conjuncta と され る 図 と 
比較 する と , これ ら と いく つか の 特徴 を 共有 する が , つぎ の 点 で 明らか な 差 の ある こと が わか っ た . 


1) 〆 の 発 香 鱗 の 形態 (Fig. 52) は , ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は 全体 と し て 短く , その 主要 部 の 
態 は 椿 円 形 に 近い が , 大 陸 産 の シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ で は 全体 が 非常 に 長く , 形態 は ヤ 
マナ カウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ に 似 て いる こと . 

2) ZERO valva 先端 の 形態 (Fig. 5S) で は , ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は むし ろ オ オウ ラナ 
ミ ジ ャ ノ メ に 近い が , 大 陸 の シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ で は これ と は 異な り , ヤマ ナカ ウラ ナ 
ミ ジ ャ ノ メ に 近い こと . 

_ 3) 大 陸 産 の シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ で は 前 次 裏面 に 2 本 の 顕著 な 暗色 帯 が 現われ る が , BBE 

の ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は 内 側 の 暗色 帯 が それ ほど 発達 せ すず , と き に 消失 する 場合 が あ 
る こと . な お , オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は 完全 に 消失 する も の が 多い 


以上 の こと か ら , 今回 の ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ を conjuncta と する に は 無理 が あり , また 中 国 
福建 省 か ら conjuncta の 亜 種 と し て 記載 され た luxurians Forster, 1948 と も , すく な く と も 外見 上 の 特 
徴 が 異な る の で , ここ で は と りあ え ず 新種 と し て 扱う こと に する . 
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Figs 3-8. Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 from Taiwan. Nantou Pref., Nanshan-xi, M. 
Takahashi leg. 3-4. 7, low-temperature season form, 22. IH. 1992, FL 24.4 mm. 5-6. 
c^, high-temperature season form, em. 4. VI. 1992, FL 27.0 mm. 7-8. 2, high-tempe- 
rature season form, em. 5. VI. 1992, FL 26.7 mm. 


Ypthima angustipennis sp. nov. (Figs 9-14) 


Ypthima formosana Fruhstorfer: Uchida, 1991, Charms Formosa: 71, 89, fig. J-35 (part. nec Fruhstorfer, 
1908); Igarashi & Fukuda, 1997, Life History Asian Butterflies 1: 358 (part. nec Fruhstorfer, 1908). 


This species is apparently similar to Y. conjuncta Leech, 1892 from Western China, Y. yamanakai Sonan, 
1938 from Taiwan and Y. formosana Fruhstorfer, 1908 from Taiwan. 
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Figs 9-14. Ypthima angustipennis sp. nov. from Taiwan. 9-10. #, paratype, low- 
temperature season form, Nantou Pref., Nanshan-xi, 22. III. 1992, M. Takahashi leg., FL 
24.3mm. 11-12. #, holotype, high-temperature season form, Kaohsiung Pref., Tengzhi, 
1. X. 1998, M. Takahashi leg, FL 240mm. 13-14. €, paratype, high-temperature 
season form, Kaohsiung Pref., Baolai, 3. VI. 1998, Chen, W.-L. leg., FL 23.9 mm. 


Forewing length 23.0-26.0 mm in male and 23.0-26.5 mm in female, rather smaller than in Y. conjuncta 
and Y. formosana. Forewing shape of male narrow and straightish in outer margin, while it is broad and 
rounded in Y. formosana. Ground colour of wing upperside dark brown but a little paler than in Y. 
conjuncta and Y. formosana. Marginal dark band of forewing of male clear, while it is obscure in Y. 
formosana. Forewing sexual brand of male not developed like Y. yamanakai. Body of androchonia is 
near elliptic, 2/5-1/2 of the total length (Fig. 52), while it is a long triangle in Y. formosana and very 
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Figs 15-20. Ypthima yamanakai Sonan, 1938 from Taiwan. 15-16. 7, Nantou Pref, 
Hebong-shan, 7. VIII. 1991, M. Takahashi leg., FL 25.9 mm. 17-18. の , Nantou Pref., 
Hebong-shan, em. 4. III. 1992, M. Takahashi leg., FL 23.9 mm. 19-20. $,Nantou Pref, 
Song-gang, 6. VIII. 1991, M. Takáhashi leg., FL 27.2 mm. 


elongated in Y. conjuncta and Y. yamanakai. Jn the forewing underside, the oblique postdiscal dark 
band is narrow and clear, while in Y. formosana it is broad and enlarged backwards. A second dark band 
is often seen between the wing base and the oblique band mentioned above, while it is generally absent in 
Y. formosana. Submarginal dark line in forewing underside thin and clear. The eye spots of wing 
upperside larger than in Y. formosana in each seasonal form. In the hindwing upperside, the eye spot in 
space 2 usually obviously larger than that of space 3, while in Y. formosana these are usually the same size. 
In the female, the postdiscal pale coloured patch is developed, especially in the low-temperature season 
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Fig.21. A habitat of Ypthima formosana and Y. angustipennis sp. nov. near Baoloi (S. 
Taiwan, Kaohsiung Pref.). 


form. 


Male genitalia (Fig. 55). Valva with the projection of the ampulla dully pointed, while in Y. conjuncta 
and Y. yamanakai it is gently curved with minute teeth. 


Holotype. c, Taiwan, Kaohsiung, Tengzhi, Oct. 1, 1998, M. Takahashi leg. Paratypes. 1.7, Tai- 
wan, Nantou, Nanshan-xi, Mar. 22, 1992, M. Takahashi leg.; 1 7, Taiwan, Kaohsiung, Tengzhi, Oct. 1, 
1998, M. Takahashi leg; 1 〒, Taiwan, Kaohsiung, Baolai、 Oct. 3, 1998, Chen, W.-L.leg; 1 2, Taiwan, 
Kaohsiung, Tengzhi, June 25, 1999, Chen, W.-L. leg. The holotype is preserved in The Osaka Museum 
of Natural History, Osaka, and the paratypes are in the collection of Mayumí Takáhashi. 


This new species was named after its elongated forewing shape. 


成虫 の 概観 は オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ や シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ に よく 似 て いる . その 特徴 は つぎ 
の と お り で ある . 


1) 前 次 長 は 23.0-26.0 mm，? 23.0-26.$ mm T, 上 記 2 種 よ り も や や 小型 . 

2) の 前 次 は オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ に 比べ て 円 味 を 欠き , 外縁 は 直線 的 で 北端 は 突出 し て いる . 

3) 前 次 の 性 標 は ほとん ど 発 達し て いな い . 

4) 前 次 の 外縁 に 沿う 暗色 帯 は 明瞭 で ある (オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は 不明 瞭 ). 

5) 和 q 前 次 外 半 部 に 広がる 淡色 部 は , と くに 低温 期 型 に お いて よく 発達 する . 

6) 発 番 鱗 の 本 体 は 椿 円 形 に 近く , 全長 の 2/5-1/2 程度 を 占め る . 本 体 の 形 は オオ ウラ ナミ ジャ ノ 
メ で は や や 長い ぃ 二 等 辺 三角 形 、 シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ と ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ で は 非 
常に 細長 い 形 と な る . 

7) 前 翔 裏面 の 暗色 斜 帯 の 幅 は 狭く . オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ の よう に 後半 部 で は 拡大 し な い . その 内 
側 に 平行 し て さら に 1 本 の 細い 暗色 帯 を 伴う こと が 多い . 

8) 前 次 裏面 亜 外縁 の 暗色 条 は 細く 明瞭. 

9) 眼 状 紋 は 同じ 季節 型 で 比較 し た 場合 ,. オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ よ り も よく 発達 する . 

10) RAE 2 室 の 眼 状 紋 は 通常 第 3 室 の も の より も 大 きい 
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11) JÆ valva の ampulla に 見 られ る 隆起 部 は いく ら か 舌 っ た 山形 と な る が , ヤマ ナカ ウラ ナミ 
ジャ ノ メ の よう な 緩やか な 山形 と は 異な る . 


本 種 の 命名 は の 前 次 の 形 が 円 味 を 欠き , 細長 い 形 を し て いる こと に 因 ん で いる . 


HI. ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 学名 


本 種 は 山中 正夫 氏 の 採集 品 に も と づき , Ypthima yamanakai Sonan, 1938 と し て 記載 され た が , 後に 
Eliot (1967) は これ を シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ , Y. conjuncta Leech, 1892 の 1 亜 種 と し た . 前 述 の 
よう に , 村山 (1980) は 大 陸 の conjuncta と 台湾 の yamanakai で は 性 標 の 現われ 方 ,、 眼 状 紋 配列 や 地 
色 に 違い が ある こと か ら , HU yamanakai を 独立 種 と する 意見 を 述べ て いる が , その 後 は Uémura 
(1984), Shir6zu & Ueda (1992) な ど で も Y. conjuncta の 亜 種 に 戻さ れ て いる . 大 陸 の conjuncta の 幼生 
期 が 不明 な こと も あり , 現在 で は yamanakai の 位置 付け を 断定 で き な い が , ここ で は 村山 (1980) の 
見 解 に 従っ て , 本 種 の 学名 を Ypthima yamanakai Sonan, 1938 と し た い . シノ ニ ミ ッ ク リス ト は つぎ 
の と お り で ある . 


Ypthima yamanakai Sonan, 1938 


Ypthima yamanakai Sonan, 1938, Zephyrus 7: 250, pl. 20, fig. 8; Shirózu, 1960, Butterflies Formosa 
Colour: 126, text-fig. 153, pl. 33, figs 247-249; Murayama, 1980, New Ent, Ueda 29 (2): 25; Chou, 
1994, Monographia Rhopalocerorum sinensium 1: 391. 

Ypthima conjuncta: Ygarashi & Fukuda, 1997, Life History Asian Butterflies 1: 358, pl. 115 (nec Leech, 
1892). 

Ypthima conjuncta yamanakai: Eliot, 1967, Entomologist 100: 60; Yamanaka, 1974, Tyó Ga 25 (Suppl. 
1): 6; Shirózu & Shima, 1979, Sieboldia 4: 247; Uémura, 1980, Colln Pap. Rhopalocerology present. 
celeb. 10th Anniv. Takao Seminar: 211; Uchida, 1988, Going Lantana Flowers— Butterflies, Nature 
People Taiwan: 38, 140; Shirózu & Ueda, 1992, in Heppner & Inoue, Lepid. Taiwan 1 (2): 149; 
Chang, 1993, Ident. Formosan Butterflies: 54, 134. 


IV. ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 幼生 期 の 特徴 


BAE Ypthima sakra 种 群 3 種 の 幼虫 , WOM iX Table 1 お よび Figs 22-50 に 示し た 通り で ある . 


卵 に つい て は 詳し い ぃ 観察 を し て いな い が , formosana と angustipennis は と も に 白色 で , ほぼ 球形 に 近 
く , 上 母 蝶 が 判明 し て いる 場合 それ ぞ れ 1 〒s か ら 得 た 卵 の 直径 の 平均 値 (mm) +20//n の 値 は , for- 
mosana で 1.05+0.01 ( ヵ 三 63), angustipennis で 0.97 土 0.01 (n=49) と な り , 前 者 が 明らか に 大 型 で ある 
(7 検定. ア <0.01). 


1 齢 幼虫 は 体長 5-6 mm. 頭 部 は 淡 褐 色 で , 他 の Ypthima 属 各種 と 同様 , 1 対 の 半球 突起 が ある . 体 
色 は 緑色 を 帯び る 淡 褐 色 . 背 線 , 亜 背 線 は 赤褐色 . 気 門 の 脊 側 に 褐色 の 波状 線 と 白線 が ある . 気 門下 
線 は 白色 . 


2 齢 幼虫 は 体長 7-8mm. 頭 部 に 1 対 の 長い 突起 が 現われ る . これ ら の 突起 の な す 角 度 は 90 度 位 で , 
それ ら が 平行 に 近い formosana と 異な る . 頭 部 背面 は 暗 褐 色 で , 突起 背面 か ら 続 く < 1 対 の 白色 帯 が あ 
0, それ ら の 腹 側 は 黒褐色 に 縁 ど られ る . 体 の 地 色 は 淡 褐 色 で , 暗 褐 色 の 背 線 は 二 つ に 分 か れ て 平行 
に 走り , また 暗 褐 色 の 亜 背 線 の 腹 側 は 白色 に 縁 ど られ る . 亜 背 線 と 気 門 と の 間 に 2 本 の 褐色 波状 線 が 
現われ る . 


Figs 22-27. Larvae and pupae of Ypthima formosana (22-24) and Y. angustipennis sp. nov. (25-27) 
from Kaohsiung Pref. (S. Taiwan). 22. Sth (final) instar larva. 23. 4th instar larva. 24. 
Pupa. 25-26. 5th (final) instar larva. 27. Pupa. 

Figs 28-32. Larvae and pupae of Ypthima yamanakai from Nantou Pref. (C. Taiwan). 28-29. 6th 
(final) instar larva. 30. Pre-pupa. 31-32. Pupae. 
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Table 1. Characteristics of larva and pupa of the Ypthima sakra group from Taiwan. 


Characteristics Y. formosana Y. angustipennis sp. n. Y. yamanakai 


5th (final) instar larva 


Projections of head long and nearly long and widely short 
parallel opened 

Dark patches on not elongated elongated obliquely a little elongated 

subdorsal area of backwards obliquely backwards 

abdomen 

Dorsal line continuous continuous very dark and 
intermittent 

Dark band above not so dark, very dark after 3rd very dark after 3rd 

spiracle continuous abdominal segment, abdominal segment, 

continuous intermittent 

Pupa 

Entire shape elongated not elongated not elongated 

Arched ridge on dorsal bow shaped sometimes a little gently protruding 

area of 4th abdominal protruding forwards at forwards at central part 

segment central part 

Colouration light brown reddish brown brown with some 
prominent dark 
patches 


3 eae 11-13 mm. 概 形 と 色彩 は 2 齢 幼虫 と 似 て いる が , 胴 部 側面 の 2 本 の 褐色 濾 状 線 は よ 
り 太 く 発 達し , これ ら が 濾 状 に な ら な い formosana と の 差 が 大 きく な る . 


4 齢 幼虫 は 体長 15-16 mm と な り , 概 形 と 色彩 は 3 齢 幼虫 の 特徴 を 引き 継ぐ が , 亜 背 部 各 節 に 暗 褐 色 
班 が 現われ , また 胴 部 側面 の 2 本 の 波状 帯 が さら に 太く な っ て た が い に つ な が り , 1 本 の 顕著 な 暗 褐 
色 帯 と な っ て , こと 第 3 腹 節 以後 で よく 発達 する . 


Stee ( 終 齢 ) 幼虫 は 体長 23-25 mm. 亜 背 部 各 節 の 暗 褐 色 斑 は いっ そう 発達 し て 顕著 な 斜 帯 を な し , 
胴 部 側面 の 暗 褐色 濾 状 帯 は さら に 発 傍 し て よく 目立ち , formosana と の きわ だ っ た 相違 を 示す . 体形 
は formosana に 比べ て や や 肥満 形 で ある . 


Y. formosana 2 そお よび Y. angustipennis 1 午 か ら 得 られ た 遇 の 全長 (mm) は , formosana 15.9+0.06 
(n=25) T, angustipennis 14.8 士 0.02 (n=16) より 長く , また (全幅 / 全 長 )X 100 で は , 前 者 が 31.6 士 
0.07, 後者 が 32.7 土 0.14 C, formosana の 遇 が より 細長 い 形 を し て いる こと が わか る (いずれ も 7 検 
定 ， 忆 <0.01). 


WÉO E S484 C, formosana に 比べ て 赤 味 が 強い . ESE TRE VC SIO PA 2325 YD, その 中 央 部 
は し ば し ば 前 方 に 少し 突出 する . 


ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ と シセ ン オ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ の 亜 種 と きれ る Y. conjuncta luxurians 
Forster, 1948 と の 関係 を 明らか に する た め に は , 両者 の 幼生 期 の 比較 が 不可 欠 で ある . 


な お , これ まで に オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 幼虫 また は 疲 と し て 報告 され た も の に , ホソ バ オ オ ウラ ナ 
ミ ジ ャ ノ メ ま た は ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ と 考え られ る も の が ある . それ は 次 の 通り で ある . 


1. 内 田 (1991) の 示し た p. 71, J-35 の 成虫 お よび p.89 の 幼虫 と 疫 の 写真 は いずれ も ホソ バ オ オ ウラ 
ナミ ジャ ノ メ で ある . 

2. 五 十 同和 福田 (1997) の p.358 の 成虫 は オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ で ある が , Sh, Mik Yr Y 
ラナ ミ ジ ャ ノ メ で あり , 幼虫 頭 部 は ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ と 考え られ る . 


また , Fete (1988) の p.74-75 の 写真 は すべ て 他 種 と の 入れ 違い で , 成虫 と 虹 は コッ ウラ ナミ ジャ ノ 
A, Y. baldus, SH - Zak y 4 UL 7TTRE*X72, Y. multistriataD の も の と み ら れ る . 
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Figs 48-50. Pupae of the Ypthima sakra group in Taiwan. 48. Y. formosana. 49. Y. 
angustipennis sp. nov. 50. Y. yamanakai. 


V. 台湾 产 sakra 種 群 3 種 の 成虫 の 特徴 


AYE Ypthima 属 sakra 種 群 3 種 の 形態 的 特徴 は Tables 2, 3 お よび Figs 3-20, 51-56 に 示し た と お り 
で ある . 新種 ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ , Y. angustipennis の 特徴 に つい て は 本 文 の TL で も 述べ て 
ゅ いる の で それ を 参照 され た い . 


MARI Table 3 に 示し た と お り で ある . 平均 値 (mm) +20//n は , の で は yamanakai 26.5+0.73 
(n=6), formosana 24.8+0.32 (n=35), angustipennis 24.3 土 0.32 (n=26), 2-Clk yamanakai 27.1+0.56 
(n=11), formosana 25.23-0.58 (n=8), angustipennis 24.1 +0.77 (n=7), 大 き さ の 順序 は yamanakai > 
formosana> angustipennis £72 0, それ ら の 間 に は ア <0.01 また は P<005 で の 有意 差 が ある (7 検 
定 ) た だ し , ここ で 扱っ た 材料 は いずれ も 野外 採集 品 で , yamanakai (年 1 回 発生 ) 以外 の 2 種 で は 
高温 期 型 の み で ある . 低温 期 型 は 材料 が 不 十 分 な た め , ここ で は 除外 し た . 
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Table 2. Characteristics of adult of the Ypthima sakra group from Taiwan. 


Characteristics Y. formosana Y. angustipennis sp. n. Y. yamanakai 
Forewing (FW) length 23.0-26.S mm c1 23.0-26.0 mm g25.5-28.0 mm 
9.24.0-27.0 mm 9.23.0-26.5 mm 〒26.0-29.0 mm 


Wing shape of male 


Sexual brand of male 
Body of androchonia 


broad, termen roundish 


not developed 


triangular, 1/2-3/5 of 
total length 


narrow, termen 
relatively straightish 


not developed 


elliptical, 2/5-1/2 of 
total length 


broad, termen 
relatively straightish, 
apex pointed 

fairly developed 
very long, tapered 
toward tip 


Submarginal band of not clear clear a little clear 
FW upperside 
Dark oblique band of broad, enlarged narrow a little broad, enlarged 


FW underside 


Submarginal line of 
FW underside 


Eye spots in spaces 2 


backwards 
broad, not clear 


usually same size 


narrow, clear 


eye spot in space 2 


backwards 
reduced forwards 


eye spot in space 2 


and 3 of HW larger larger 
Arrangement of 3 eye almost straight almost straight, Eye spot in space lb 
spots in HW sometimes that in slipped outwards 


Colouration of HW 
underside 


Ampulla projection of 
male genitalia 


without yellowish tint 


pointed 


space lb slipped 
outwards 


without yellowish tint 


dully pointed 


VI. 台湾 に お ける 分 布 と 生息 地 


frontal part with 
yellowish tint 


gently curved with 
minute teeth 


1. オオ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 


台湾 北部 か ら 南 部 に か け て の 山地 に 広く 分 布 し , 次 種 と 同様 標高 300-1,500 m 位 の 範囲 に 見 られ , 本 
種 は 台湾 に 産 す る Ypthima Æ sakra 种 群 3 種 の うち , も っ と も 分 布 が 広く , 個体 数 の 多い も の で ある . 
現在 私 の 所 有する 野外 で 採集 し た 展 次 標本 の デー タ は 次 の 通り で ある (特記 し て な いも の は 私 が 採集 
し た も の ). 


20724, 台北 市 木 柳 指 南宮 , 3. IV. 1982; 1 7 1 >, PERRIER, 12. V. 1985, HESS (P); 1 F, 


Table.3. Forewing lengths (mm) of the Ypthima sakra group from Taiwan. 
Species 22.6- 23.1- 23.6- 24.1- 24.6- 25.1- 25.6- 26.1- 26.6- 27.1- 27.6- 28.1- 28.6- Mean 
230 235 240 245 250 255 260 265 270 275 280 285 29.0 

Male 

formosana 1 2 6 5 6 5 6 4 24.8 
angustipennis 3 7 6 5 4 24.3 
yamanakai 1 1 1 2 1 26.5 
Female 

formosana 1 1 5 1 23.2 
angustipennis 1 3 1 1 l 24.1 
yamanakai 1 3 1 3 1 2 27.1 
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台中 県 和平 郷 谷 関 温泉 , 2. VIN. 1970; 2^, ARROCES, 23. HL 1992; 3 717, 南 投 県 仁愛 
HERRE, 3. VII. 1970; 2 の ,。 南 投 県 仁愛 卿 南山 若 , 30. VIL 1976, 1714, HA, 22. II. 1992; 1 
c 南 投 県 仁愛 郷 合 望 山 , 7. VIL 1991: 2719, 南 投 県 仁愛 郷 関 妃 山 , 21. VIL 1995; 27, 南 投 
紧 埔 里 镇 内 埔 ，30. I. 1986; 17, 南 投 県 魚 池 卿 蓮華 池 , 30. II，1986; 17, 高雄 県 桃源 卿 宝来 。 10. 
VIII. 1996, 1 7, 同 所 , 11. VIH. 1996, 1 c, 同 所 , 13. VII. 1996, 1 c^, 同 所 , 30. IX. 1998, 1 3, 同 
所 , 3. X. 1998: 2 7, 高雄 県 桃源 郷 藤枝 , 1. X. 1998; 4 7, 高雄 県 茂 林 郷 多 納 , 2. X. 1998. 


生息 地 は イネ 科 植 物 の 多い 林 ご 緑 や 林間 陽 地 で , ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ Y. angustipennis より も 
ゅ くら か 日 陰 の 環境 を 好む . 多く の 場合 、 タイ ワ ソン ウラ ナミ ジャ ノ メ Y multistriata, コウ ラナ ミ ジ ャ 
ノ メ Y.baldus な ど と 混 棲 す る が , 南 投 県 合 望 山 で は Y. yamanakai, Y. angustipennis, ミヤ マウ ラナ 
ミ ジ ャ ノ メ Y.okurdi, タカ ムク ウラ ナミ ジャ ノ メ Y. perfecta な ど と , また 高雄 県 の 宝来 や 多 納 で は , 
Y. angustipennis, Y. multistriata の ほか , タッ パン ウラ ナミ ジャ ノ メ Y. tappanaPAlS VIF LY 
ノ メ Y.praenubila な どの 見 られ る よく 茂っ た 林内 の 空地 に も 生息 し て いる こと が ある . 


成虫 の 行動 は ホソ パオ オウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ に 比べ て や や 不 活発 で 。 飛び 方 も いく ら か 穏やか で ある . 
成虫 期 は すく な く と も 3 月 か ら 10 月 に わた り , 高地 で は 年 2 回 , 低地 で は 年 3-4 回 の 発生 を 繰り 返 


LAM, 
LELLI 
LEII 


Figs 51-53. Androchonia of the Ypthima sakra group in Taiwan. 51. Y. formosana. 52. Y. 
angustipennis sp. nov. 53. Y. yamanakai. 
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Figs 54-56. Male genitalia of the Ypthima sakra group in Taiwan. 54. Y. formosana. 55. 
Y. angustipennis sp. nov. 56. Y. yamanakai. (A: ring. B: inner aspect of right valva. 
C: juxta. D: phallus). 
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す も の と み ら れ る . 
幼虫 は , ススキ , アシ ボソ , メ ヒ シ バ , ジュ ズ ダ マ な ど で よ く 育 ち , 3 齢 を 経て 野 化 する . 


2. ホソ バ オ オ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthima angustipennis Takahashi, 2000 


分 布 は 台湾 北部 か ら 南 部 に 及ぶ . 私 が 野外 で 採集 し た 展 次 標本 の デー タ は つぎ の と お り で ある . 


2o, pj XII, 22. HI 1992; 1 o^, 南 投 県 仁愛 郷 合 望 山 。 3. VIO. 1991, 1 $, 同 所 , 7. 
VII. 1991; 1 8, BELEE, 5. VIL 1991; 2 7, 高雄 県 桃源 郷 宝来 , 30. IX. 1998, 1 了， 同 
所 , 3. X. 1998; 4 o^, 高雄 県 桃源 郷 藤枝 . 1. X. 1998; 1 7, 高雄 県 茂 林 郷 多 納 , 2. X. 1998. 


以上 の ほか , AE (1991) の 示し た p. 71, J-35 の 成虫 は 北部 の 桃園 県 復興 卿 の 池端 で 撮影 され た も の 
で ある . 


生息 地 は イネ 科 植 物 の 多い 林 縁 腸 地 で , 前 種 よ り も 明る い 環 境 を 好む . 南 投 県 合 望 山 で は Y. yamana- 
kai, Y. formosana の ほか , Y. okurai, Y. perfecta な ど と , 高雄 県 の 宝来 で は , Y. formosana の ほか Y. 
multistriata, エサ キ ウ ラ ナミ ジャ ノ メ Y.« esakii, Y. baldus な ど と 混 棲 する . 


成虫 期 は 前 種 と 同様 . すぐ な く と も 3 月 か ら 10 月 に わた り , 高地 で は 年 2 回, 低地 で は 年 3-4 回 の 
発生 を 繰り 返す も の と み ら れ る . 


幼虫 は 。 スス キ , アシ ボソ , メ ヒ シ バ , ジュ ズ ダ マ な ど で よ く 育 ち , SMR CHET A. 
3. ヤマ ナカ ウラ ナミ ジャ ノ メ Ypthma yamanakai Sonan, 1938 


台湾 山脈 の 北部 か ら 南 部 に か け て , 標高 500-1.900 m 位 の 高地 帯 に 見 られ , Y. okurai や Y. perfecta 
LE SIZC ABE Yothina 属 の 中 で は 垂直 分 布 の も っ と も 高い 種 で ある . 現在 私 が 所 有する 野外 で 採集 
し た 展 次 標本 の デー タ は 次 の 通り で ある . 


20522, 南 投 県 仁愛 郷 合 望 山 , 5. VIL 1991, 1742, 同 所 , 7. VIL 1991, 103 ?， 同 所 ，20. 
VID. 1995, 1%, 同 所 , 27. VII. 1997; | Y, HARRESA, 6. VII. 1991; 1 7, 南 投 県 仁愛 郷 関 
JJH, 21. VIII. 1995. 


以上 の ほか , 文献 に よれ ば 台湾 北部 の 桃園 県 巴 陵 あたり か ら 南 部 の 台東 県 男山 あ ち た り ま で に か け て の 
台湾 山脈 の 高地 帯 に 広く 分 布 す る こと が 知ら れ て いる (白水 , 1960; 山中 , 1974 な ど ). 本 種 は 前 2 種 
と 異な り 年 1 回 発生 する . 


幼虫 は スス キ , アシ ボソ な ど で よ く 育 ち , OMAR CHET A. 
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Summary 


The Ypthima sakra group of Taiwan was revised and three species were recognized. Ypthima 
formosana Matsumura, 1907 and Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 are primary homonyms, but 
the former has never been used since the original description even in Matsumura’s subsequent 
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publications (cf. Matsumura, 1909, 1919, 1931), while the latter has been referred to one of the Y. 
Sakra group species in Taiwan by more than 10 authors and 25 publications as cited in the 
synonymic list. The application of Article 23.9.1. of the 4th edition of “International Code of 
Zoological Nomenclature” may be difficult in the case of names published after 1899, but Ypthima 
formosana Matsumura, 1907 is the senior homonym having actually never been used. as valid since 
its original description. Ypthima formosana Matsumura, 1907 is better treated invalid as a nomen 
oblitum and Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 should be retained as nomen protectum. The 
lectotype of Ypthima formosana Fruhstorfer, 1908 was designated for solution of the identification 
of two species confused under Y. formosana. Lectotype c^, labelled “Formosa Regenzeit Fruh- 
storfer/Fruhstorfer Coll. B. M. 1937-285". Paralectotype was 1 ? labelled “Formosa Regenzeit 
Fruhstorfer/Fruhstorfer Coll. B. M. 1937-285". 


Ypthima angustipennis Takáhashi, sp. nov. 


Hitherto confused with Y. formosana Fruhstorfer, 1908. For description of adult and type series, 
see text. The larval characters are different from those of Y. formosana as follows: in the 2nd instar, 
a pair of projections on the head are widely open at an angle of about 90°, not almost parallel as 
in Y. formosana; in the 3rd instar, the lateral two dark brown lines on the body are well developed 
and become waved; in the 4th to 5th (final) instars, these lines are fused with each other making a 
conspicuous broad dark brown band, especially developed after the 3rd abdominal segment; dark 
brown patches are present on the subdorsal area of each segment in the 4th instar and these are more 
developed to become conspicuous oblique bands in the Sth instar. The pupa has an arched 
ridge-like elevation on the dorsum of the abdomen and its central part often protrudes slightly 
anteriorly. 


Ypthima formosana luxurians Forster, 1948 from Fukien, SE China, is, perhaps, conspecific with 
this new species, but the exact relationship depends on a future comparative study of the early stages. 


Ypthima yamanakai Sonan, 1938 has been treated as a Taiwanese subspecies of Y. conjuncta Leech, 
1892 since Eliot (1967). Murayama (1980) stated that yamanakai differs from conjuncta in the 
male sexual brand, the arrangement of eye spots and wing colouration and upgraded it to a specific 
level. Here the author follows Murayama's opinion untill the early stages of the continental 
conjuncta can be fully compared with those of yamanakai. 
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